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1.  『時事新報』社説とその著者 
1.1 初期の『時事新報』 

『時事新報』は、明治１５年（１８８２）に慶應

義塾出版社から創刊された日刊紙である。

慶應義塾出版社は、三田の慶應義塾の内

の古い日本家屋にあり、印刷から発送まで

がこの建物内で行われていた。慶應義塾出

版社は、明治１６年（１９８３）１０月に日本橋

に移転し、翌年７月には、時事新報社と改称

した。 

 福澤諭吉（１８３５－１９０５）は、明治政府

の大隈重信、伊藤博文、井上馨らからの要

請で政府系の新聞を発行しようとしていた１）

が、「明治１４年の政変」の結果、独自に中

立派の新聞を発行することとした。「明治１４

年の政変」とは、明治１４年（１８８１）１０月、

「薩長藩閥政府の専制的な体制を固め、天

皇制立憲国家への道を確定した政変」であ

り、「その具体的内容としては、（１）開拓使

官有物払下げの中止、（２）１０年後の国会

開設の公約、（３）参議大隈重信一派の追放

などがあ」った２）。 

 大隈重信とともに下野した中上川彦次郎

(１８５４-１９０１)を中心に、若手の慶應義塾

卒業生が執筆、編集する『時事新報』の創

刊号は明治１５年３月１日に刊行された。タ

ブロイド判４ページからなり、第一面は、一段

分の題字と四段の記事部分からなり、一段

は一行２５字、二面から四面までは五段、一

行２３字だった。活字印刷で、創刊当初は輪

転機ではなく、手引き印刷機を用いていた。

記事は、官令、諸達伺公報、叙任賞[勤]、時

事新報、雑報、漫言、電報、外国雑報、広

告などの見出しのもとに掲載されている。雑

報がニュース記事であり、漫言は現在のコラ

ムに近い。「時事新報」欄は社説で無署名で

ある。時事新報は第一面から二面にかけて

毎日掲載されており、長さは不定である。一

号では終わらない社説もあり、中上川彦次

郎執筆と推定される「日本帝國の海軍」は、

８号にわたって分載されている。 

1.2 『時事新報』社説の筆者 

『福澤諭吉全集』には福澤諭吉の『時事新

報』社説とされるものが収録されており、これ

らは石河幹明が選定したものとなっている。 

近年、井田進也の指摘３）があり、『福澤諭

吉全集』に収録された社説の執筆者が福澤

諭吉であるかどうかについて疑問がもたれ

はじめた。井田は、全集の中で『時事新報』

論説だけで九巻にもなるのは、人間わざとは

思われない分量であり、「かりに本人が目を

通しただけの作品が混入しているとしたら、

やはり特殊な全集ということになりはしまい

か」と述べている。 
井田は、『中江兆民全集』の編纂に携わっ

た際、自筆原稿が残っていない兆民の論説

を新聞掲載論説そのものから何らかの指標

をみつけて認定する作業を行った経験をも

とに、『時事新報』社説の著者推定を目的と

して、福澤執筆社説の認定基準を作った。 

この認定基準は署名記事における語彙や

表現といった文体からの特徴を集め、無署

名の社説と特徴を比較することで著者を推

定するものである。さらに、特徴から添削の



程度を推定し、カテゴリーAからEまでの５段

階評価を行うものである。 

平山は井田の手法を井田メソッドとして応

用し、井田の著者推定を検証するとともに、

全集に含まれた他の論説に対しても著者推

定を試みている４）。 

1.3 本研究の目的 

福澤諭吉全集に含まれる無署名社説は

前述のように編者である石河が選定したもの

であるが、以下のような理由から福澤諭吉以

外の筆者の社説が混入している可能性が大

きい。 

（1）外的証拠から福澤諭吉以外が執筆した

と判明しているものがある 

（２）入社以前の社説の執筆者について石

河は判定できないはず 

これらの疑問を解決するために著者推定

が行われ、既往研究では井田メソッドが用い

られてきた。しかし、井田メソッドによる判定

は人手で行うため、判定の根拠となる語彙

は一部の特定のものに限定されてしまう。他

の記者による原稿の修正、植字時点でのミ

スおよび修正、校正を想定したときに、一部

の表現に依存するこの手法は、客観性に乏

しいといえる。そこで本研究では機械的な著

者推定手法を用い、客観性が高く再現性の

ある形で『時事新報』社説に対する著者推

定を試みる。 

 なお、『時事新報』社説の著者推定につい

ての従来の関心は、ある特定の社説を福澤

諭吉が書いたかどうかに集中することが多い。

また、この課題には次節1.4で述べる問題が

存在するため、難度の高い課題となってい

る。そのため、ここでは福澤諭吉の著作であ

るか否かの判定を中心とした著者推定実験

を行う。また、今回は石河入社以前の『時事

新報』の初期の社説を実験対象とする。 

1.4 『時事新報』社説著者推定の問題 

・起草者、執筆者、添削者などの存在 

掲載までに、著者以外の多くの関係者が

関与するため、著者の文体が直接的に社説

に反映されないことがあると考えられる。 

・社説の形式と分量 

文の長さ（句点によって判別できる）や読

点の頻度は著者推定の有力な手掛かりの

一つであるが、明治期の新聞として『時事新

報』では句読点が打たれていない。また、後

述の既往研究では著者推定に関して９０％

以上の精度を出すには２０，０００文字以上

のデータ長が必要であったが、社説は２，０

００文字前後の長さのものが多い。 

・福澤以外の真筆文献の少なさ 

 福澤諭吉以外の著者候補者については

『時事新報』社説についての草稿など、真筆

であるという外部的な証拠がほとんど現存し

ない。そのため、社説からだけでは十分な

真筆文献を収集することが難しい。 

2. 著者推定手法 

実験に用いる著者推定手法としては、安

形による圧縮改善率からの著者推定手法５）

を用いる。これは Benedetto らの圧縮プログ

ラムを応用した類似データ同定手法６）を修

正したものである。 

2.1 圧縮プログラムを用いたデータ同定 

圧縮プログラムを応用した類似データの

同定の基本的な考え方は、非常に単純なも

のである。二つのデータがあったときに、デ

ータ同士が類似していればしているほど、共

通する冗長な部分が多くなると考えられる。

そこで、ある二つのデータを連結する（二つ

のデータを単純に並置し、一つのファイルと

する）ときに、圧縮プログラムがその連結デ

ータをより高い圧縮率で圧縮できるほど、つ

まり、生成される圧縮ファイルのサイズが小さ



くなればなるほど、その二つのデータは類似

しているとみなす手法である。 

圧縮改善係数による著者推定手法を近代

日本文学者９２作品の著者推定実験に用い

た既往研究７）では最も性能が高い圧縮プロ

グラムとの組み合わせでは９９％以上の非常

に高い著者推定精度が得られている。また、

書簡や小説など形式の違いに左右されない

手法であることが明らかとなった。 

2.2 圧縮改善係数からの著者推定手法 

この手法は以下の式に示される圧縮改善

係数を用いる。 
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ここで、L はファイルサイズを示し、LX は

基準データ X のファイルサイズを、LX+Ai は

基準データ X と比較データ Ai を連結したフ

ァイルサイズを表している。LZ は圧縮ファイ

ルのサイズを示しており、LZX は X を圧縮し

た場合のファイルサイズを、LZX+Ai は基準

データ X を先に、比較データ Ai を後として

連結した場合の圧縮ファイルサイズを、

LZAi+Xは逆に連結した場合の圧縮ファイル

サイズをそれぞれ表している。 

圧縮改善係数はデータを連結したときの

圧縮されやすさがデータ単体と比較してど

の程度改善されたかを示しており、この値が

高ければ高いほど、類似度が高いことを意

味している。そのため、あるデータに対する

類似度順の出力は、基準データと各比較デ

ータのすべての組み合わせについて圧縮

改善係数を算出し、値が高いものから順に

比較データを並べる手順となる。 

この手法はどのような圧縮プログラムとも

組み合わせることができるが、ここでは既往

研究７）で性能が高かった 7-zip を PPMD に

設定したものを組み合わせることとした。 

3. 著者推定実験 

 『時事新報』の初期の社説を対象とした著

者推定実験は大きく二つの段階に分け行っ

ている。第一に真筆の判明している文献を

対象とした著者推定実験を行い、このデー

タに対してどの程度の精度で著者推定が可

能かを検証する。第二に真の著者が問題と

なっている「脱亜論」などの特定の社説を対

象として著者推定実験を行う。 

3.1 著者候補者の選定 

 『時事新報』で社説を執筆していた社説記

者の在籍期間を示したのが図１である。この

図において石川入社以前に在籍していたの

は福澤諭吉、中上川彦次郎、高橋義雄、渡

辺治、波多野承五郎である。 

3.2 実験データの選定 

上述の社説記者５人について福澤諭吉以

外の４人については真筆が明らかな社説は

ほとんどない。そこで、社説ではなく雑誌な

明治 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

福澤諭吉 3月創刊 逝去

中上川彦次郎 3月入社
高橋義雄 7月入社
渡辺治 7月入社 1月事実上解雇
波多野承五郎 3月入社 7月退社
石河幹明 5月入社
菊池武徳 4月入社 11月終了
北川礼弼 4月入社？ 退社
堀江帰一 3月入社

図１ 『時事新報』社説記者の在籍期間

4月退社
7月退社

3月「脱亜論」



どの他の媒体に掲載された文献も含

め、真筆の文献を選定した。（表１） 
3.3 実験データの作成 

 著者推定実験を行うためにはテキス

トデータが必要であるが、『時事新報』

社説のテキストデータは「脱亜論」の

ように有名なもの以外には存在しない。

実験用テキストデータは図２のような

手順で作成している。 

3.3 実験結果 

3.3.1 真筆の明らかな文献に対す

る実験 

 表１の１６文献に対する著者推定では、福

澤か否かという形での評価では１６文献中正

解が１５文献であった。不正解であった文献

は高橋義雄の「国債論」だけである。福澤以

外の各候補者についても著者推定を行う形

で評価をした場合、１６文献中１０文献につ

いて正解であった。 
3.3.2 「脱亜論」の著者推定 

 「脱亜論」に対する著者推定においては波

多野承五郎の４文献を除く１２文献と「脱亜

論」の合計１３文献で実験を行うものとする。

ここで波多野の文献を除く理由は、図１の社

説記者の在籍期間からは『時事新報』に「脱

亜論」が掲載された時に波多野承五郎は退

社しているからである。 

 

4. まとめ 

 本研究では既往研究と比較し、客観性の

高い手法を用いて『時事新報』無署名社説

に関する著者推定実験を行った。各社説の

文字数が少ない点、必ずしも単独の著作で

ない点などから難度の高い課題であったが、

少なくとも福澤か否かについては一定の精

度での判定が可能であった。 
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著者 論題 情報源
政略 福澤諭吉全集
医薬分業行はれ難し 福澤諭吉全集
倶樂部ノコト 交詢雑誌
領事裁判治外法権を論ず 交詢雑誌
日本国ノ船業 交詢雑誌
国債論 交詢雑誌
教育論 交詢雑誌
人種改良の問・社員某の答 交詢雑誌
遣清特派全権大使 福澤諭吉全集
朝鮮事変の処分法 福澤諭吉全集
人民教育ノ説 民間雑誌
青砥左衛門ノ話 民間雑誌
独逸国の武勇 交詢雑誌
僻地政党者の心得 交詢雑誌
演説の禁止を解釈す 交詢雑誌
水月鏡花 交詢雑誌

波多野承五郎

表１ 実験対象文献

福澤諭吉

渡辺治

高橋義雄

中上川彦次郎

著者名除去
新・旧字体の統一、
カナ統一、句読点除去

データ入力
またはOCR

元文献
実験データ

図２ 実験データ作成手順


